
 

 

 

 
 

 

 

 

 

ＨＡＰＰＹで笑顔が輝いた ３年学年旅行（修学旅行） 
 １１月１０日（火）から１泊２日で、３年生は鬼怒川・那須方面への学年旅行（修学旅行）を行いました。

４月から順延となり、９月に実施する予定だった修学旅行が、新型コロナウイルス感染症の影響で中止にな

ってしまい、その代替として１泊に短縮になりましたが、実施することができました。 

実施した２日間は、寒波が襲来していて寒かった

ですが、大きなトラブルやケガもなく、楽しい思い

出をたくさん作ることができた旅行となりました。

東武ワールドスクウェアや日光江戸村、那須ハイラ

ンドパークの見学地では、友達同士で仲良く行動し

て本当に楽しそうでした。宿舎では高級リゾートホ

テルの広い部屋でリラックスした雰囲気で過ごす

とともに、テーブルマナー研修では少し緊張しなが

らも、美味しいフランス料理のコースメニューを堪

能することができました。 

 旅行の全行程で、子供たちはルールやマナー、時

間を守り、友達への思いやりの気持ちを持ち、さら

には周りの人たちにしっかりとあいさつをしてい

る３年生の姿を見ることができ、引率した先生方も

成長した３年生の姿を心から称賛していました。 

 コロナ禍の下で、中体連の大会や各種コンクー

ル、松明あかしが中止になってしまいましたが、３

年生はくじけず、部活動引退式、学年レクリェーシ

ョン、校内体育祭・秀麗祭、そして今回の学年旅行

（修学旅行）を成功させて、一回りも二回りも大き

く成長することができました。 

 今後は、これまでの自信や成長した力を、自分の

進路実現や卒業までの中学校生活に生かしてほし

いと思います。 

中学生になるために 一小６年生 中学校体験 
 １１月１０日（火）、一小・一中一貫教育事業の一環として、須賀川一小の６年生の皆さんが、中学校の

学校生活を体験しました。 

 まず初めに、６年生は自分で選択した２つの部活動を体験しました。中学校生活で部活動は子どもたちに

とっては楽しみの一つですが、興味深く体験することができました。中学生もわかりやすくアドバイスや指

導をする中で小学生との交流を深めることができました。 

 その後、国語・社会・数学・理科・英語の中で、

選択した授業を体験しました。授業体験は３０分だ

けでしたが、中学校の学習内容に触れることがで

き、充実した時間を過ごすことができたようです。 

 あと数ヶ月後には中学生になる６年生にとって、
今回の中学校体験は貴重な体験になったと思いま
す。 
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地域クリーン作戦を行いました 
 １１月１１日（水）５，６校時に、１，２年生が「地域クリーン作戦」と
いうことで、地域のゴミ拾いを行いました。これは、毎年松明あかし前に行
っている行事でした。今年は松明あかしに参加はできませんが、奉仕の精神
を育成するために実施しました。生徒は学級ごとにゴミ拾いを行う場所を決
め、熱心にゴミを拾っていました。こういった活動をとおして、日頃お世話
になっている地域に少しは貢献できたのではないかと思います。 

円谷幸吉顕彰記念講演会 
 １１月４日（水）、１年生はふるさと学習の一環として、講師に前須賀川市立博物館長 安藤清美 様を

お迎えして、「円谷幸吉顕彰記念講演会」を行いました。 

 安藤様からは、１９５５年度（昭和３０年度）に本校を卒業した、東京オリンピック男子マラソン銅メダ

リスト、円谷幸吉氏の生い立ちや功績、東京五輪男子マラソン競技の様子などを、わかりやすく時には当時

のテレビの実況を再現するなどしてお話をしていただきました。 

 体が小さい円谷幸吉さんでしたがあきらめずに毎日努力を続けてきたこ

と、親から徹底して教えられた「名前を呼ばれたらしっかりと返事をする」

「あいさつをしっかりする」「履物をきちんとそろえる」「自分のことは自

分でする」など、講演会のお話から学ぶべきものが数多くあり、子ども達は

しっかり話を聞いていました。 

 今日の講演会で、改めて須賀川の偉人でもある大先輩 円谷幸吉氏の偉大

さを実感するとともに、自分たちもがんばろうという勇気をいただきました。 

各種研修会 先生方もがんばっています 
 現在、本校では教員の指導力を高めるために、講師を招いての研修会や、

全教員で授業を参観して話し合う校内授業研究会などを行っています。 

１１月２日（月）には、ＩＣＴ活用研修会を行いました。ＧＩＧＡスクー

ル構想で、来年度からタブレット端末が一人一台貸与されることになりま

す。そこで、須賀川市ＧＩＧＡスクールサポーターの方から、ＧＩＧＡスク

ール構想やタブレット端末の有効な活用等について、お話をいただくととも

に実際にタブレットを使っていくつかのソフトを体験してみました。 

また、１１月１２日（木）、県教育センター指導主事と県中教育事務所指導

主事の先生方をお招きして、３年生の理科の校内授業研究会を行いました。

授業では「地球と宇宙」の単元で、金星の満ち欠けをもとに惑星の見え方に

ついて学習する内容でした。 

子ども達は、各グループに分かれて、「なぜ金星が満ち欠けして見えたり、

大きさが変化して見えたりしているのか」をモデルなどを使って話し合って

いました。授業後、事後研究会を開いて、本校教員が、本授業を振り返りな

がら生徒の学びの姿を協議し、その後、県教育センターや県中教育事務所の

指導主事の先生方から指導助言をいただきました。 

本校では、今後も教員の指導力を高める研修を深めてまいります。 

卓球部 県南新人大会優勝 県大会出場へ 
 １１月７日（土）、白河市中央体育館で行われた「令和２年度 県南中学生卓球大会」

に出場した卓球部ですが、団体戦で優勝し、県大会の出場権を獲得しました。 

 県南地区で優勝することは大変なことですが、見事に優勝したことは本当に素晴らしい

事で、これまで一生懸命練習に励んできた成果です。県大会は、１１月２３日（月）猪苗

代町総合体育館（カメリーナ）で行われます。県大会での活躍を期待します。 

地域クリーン作戦の様子 

今回の３年生の修学旅行がようやく実施できて本当に良かったと思っています。中学生にとって、修学旅
行は一生の思い出に残るものであり、その大切な思い出を作ってあげることが私の責任であると思っていま
した。この修学旅行を実施するにあたって様々なご意見を頂戴しましたが、コロナ禍だからこそ、可能な限
りの感染予防策を講じながら実施することで、子供たちに前向きな気持ちを持ってもらいたいと思っていま
した。２日間しっかり行動していた生徒の立派な姿や笑顔を見ることができ、心底うれしく思いました。 
実施に向けて、事前指導や引率に尽力いただいた先生方、旅行を企画添乗いただいた旅行会社様、そして

何よりも御理解と御協力をいただいてお子様を送り出していただいた保護者の皆様に感謝申し上げます。 

分かりやすかった安藤清美様のお話 

ＩＣＴ活用研修会 

理科の校内授業研究会 


